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WORKSHOP KUMAGAYA⑤

埼玉県熊谷市の観光を、デザインの視点で考えます。

　6月の市報と共に配布された『ディ・デザイントラベル ワークショップ クマガヤ』号をご覧いただけたろうか？お手元にない方は、熊谷市観光協会にお問い合わせいただきたい。この冊子は24人の市民ライターが市民編集部となり書き上げた一冊だ。取材対象選定の考え方は、「その土地らしいこと」「その土地の大切なメッセージを伝えていること」「その土地の人がやっていること」「価格が手頃であること」「デザインの工夫があること」の5点。

　今回は「その土地らしい買い物」として、取り上げられた４つを紹介させていただきたい。①八木橋百貨店②堀内製菓③芋屋TATA④パンと、総菜と、珈琲と。PUBLIC BAKERY の4店舗。どのお店も、取材対象選定の考え方にふさわしい名店だ。ぜひ、熊谷号を手に取り、これらがどのように紹介されたか？読んでみてほしい。同時に、熊谷という土地の個性について一人でも多くの方々と共に考えていただきたいと思う。この冊子には、「熊谷のおみやげ」や「熊谷のうまい！」の特集もある。ぜひ、ご一読ください。

◎今回の市民ライターの取組は埼玉新聞でも隔週で連載されています。

◆（一社）熊谷市観光協会TEL048-594-6677

   （熊谷号を希望される方はご連絡ください。）
